
〔第９編　砂防事業〕

第３章　砂防施設の設計　第３節　砂防堰堤の設計

長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表

旧（改定前） 新（改定後）

② 不透過型および部分透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

  下記のア～ウのうち最大の値を設計水深とし、余裕高を加えることで水通し高を定める。 

  ただし、余裕高は渓床勾配によっても変化するものとし、設計水深に対する余裕高の比が表2.2(b)

に示す値以下とならないようにする。なお、渓床勾配は計画堆砂勾配を用いる。 

表2.2(a) 渓床勾配別の設計水深に対する余裕高の比の最低値 

渓床勾配 余裕高／設計水深 

1/10以上 0.50 

1/10未満～1/30以上 0.40 

1/30未満～1/50以上 0.30 

1/50未満～1/70以上 0.25 

 

ア．第3章第2節2.2の合理式により求めた清水流量と既往最大の降雨量を比較し、大きい方の値に土

砂混入率を考慮し、次式の逆台形堰の越流公式を用いて求めた設計水深の値 
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     Ｑ:土砂含有を考慮した流量（m3/s） 

     Ｃ：流量係数（0.60～0.66）（一般には0.60を使用する） 

     ｇ：重力加速度（9.8m/s2） 

     Ｂ
1

：水通しの底幅（m） 

     Ｂ
2

：越流水面幅（m） 

     Ｄ
h

：越流水深（m） 

袖小口勾配を0.5とし、Ｃ＝0.6の場合には次のとおりとなる。 
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    イ．第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値 

    ウ．砂防堰堤計画地点の上下流各々200ｍ間に存在する200個以上の巨礫のうち累積値の95％粒径 

      測定の対象となる巨礫は土石流のフロント部が堆積したと思われる箇所で渓床に固まって堆積

している巨礫群とし、砂防堰堤計画地点周辺の礫径分布を代表するような最大礫径を設定するよ

うに留意すること。角ばっていたり、材質が異なっていたり、明らかに山腹より転がってきたと

思われる転石巨礫は対象外とする。 

  ③ 透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値とし、水通し高を定める。 

② 不透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

  下記のア～ウのうち最大の値を設計水深とし、余裕高を加えることで水通し高を定める。 

  ただし、余裕高は渓床勾配によっても変化するものとし、設計水深に対する余裕高の比が表2.2(b)

に示す値以下とならないようにする。なお、渓床勾配は計画堆砂勾配を用いる。 

表2.2(a) 渓床勾配別の設計水深に対する余裕高の比の最低値 

渓床勾配 余裕高／設計水深 

1/10以上 0.50 

1/10未満～1/30以上 0.40 

1/30未満～1/50以上 0.30 

1/50未満～1/70以上 0.25 

 

ア．第3章第2節2.2の合理式により求めた清水流量と既往最大の降雨量を比較し、大きい方の値に土

砂混入率を考慮し、次式の逆台形堰の越流公式を用いて求めた設計水深の値 
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     Ｑ:土砂含有を考慮した流量（m3/s） 

     Ｃ：流量係数（0.60～0.66）（一般には0.60を使用する） 

     ｇ：重力加速度（9.8m/s2） 

     Ｂ
1

：水通しの底幅（m） 

     Ｂ
2

：越流水面幅（m） 

     Ｄ
h

：越流水深（m） 

袖小口勾配を0.5とし、Ｃ＝0.6の場合には次のとおりとなる。 

        Ｑ≒(0.71ｈ
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    イ．第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値 

    ウ．砂防堰堤計画地点の上下流各々200ｍ間に存在する200個以上の巨礫のうち累積値の95％粒径 

      測定の対象となる巨礫は土石流のフロント部が堆積したと思われる箇所で渓床に固まって堆積

している巨礫群とし、砂防堰堤計画地点周辺の礫径分布を代表するような最大礫径を設定するよ

うに留意すること。角ばっていたり、材質が異なっていたり、明らかに山腹より転がってきたと

思われる転石巨礫は対象外とする。 

  ③ 透過型および部分透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

第3章第2節3.1 より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値とし、水通し高を定める。 

② 不透過型および部分透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

  下記のア～ウのうち最大の値を設計水深とし、余裕高を加えることで水通し高を定める。 

  ただし、余裕高は渓床勾配によっても変化するものとし、設計水深に対する余裕高の比が表2.2(b)

に示す値以下とならないようにする。なお、渓床勾配は計画堆砂勾配を用いる。 

表2.2(a) 渓床勾配別の設計水深に対する余裕高の比の最低値 

渓床勾配 余裕高／設計水深 

1/10以上 0.50 

1/10未満～1/30以上 0.40 

1/30未満～1/50以上 0.30 

1/50未満～1/70以上 0.25 

 

ア．第3章第2節2.2の合理式により求めた清水流量と既往最大の降雨量を比較し、大きい方の値に土

砂混入率を考慮し、次式の逆台形堰の越流公式を用いて求めた設計水深の値 
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     Ｑ:土砂含有を考慮した流量（m3/s） 

     Ｃ：流量係数（0.60～0.66）（一般には0.60を使用する） 

     ｇ：重力加速度（9.8m/s2） 

     Ｂ
1

：水通しの底幅（m） 

     Ｂ
2

：越流水面幅（m） 

     Ｄ
h

：越流水深（m） 

袖小口勾配を0.5とし、Ｃ＝0.6の場合には次のとおりとなる。 

        Ｑ≒(0.71ｈ
3

＋1.77Ｂ
1
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    イ．第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値 

    ウ．砂防堰堤計画地点の上下流各々200ｍ間に存在する200個以上の巨礫のうち累積値の95％粒径 

      測定の対象となる巨礫は土石流のフロント部が堆積したと思われる箇所で渓床に固まって堆積

している巨礫群とし、砂防堰堤計画地点周辺の礫径分布を代表するような最大礫径を設定するよ

うに留意すること。角ばっていたり、材質が異なっていたり、明らかに山腹より転がってきたと

思われる転石巨礫は対象外とする。 

  ③ 透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値とし、水通し高を定める。 

② 不透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

  下記のア～ウのうち最大の値を設計水深とし、余裕高を加えることで水通し高を定める。 

  ただし、余裕高は渓床勾配によっても変化するものとし、設計水深に対する余裕高の比が表2.2(b)

に示す値以下とならないようにする。なお、渓床勾配は計画堆砂勾配を用いる。 

表2.2(a) 渓床勾配別の設計水深に対する余裕高の比の最低値 

渓床勾配 余裕高／設計水深 

1/10以上 0.50 

1/10未満～1/30以上 0.40 

1/30未満～1/50以上 0.30 

1/50未満～1/70以上 0.25 

 

ア．第3章第2節2.2の合理式により求めた清水流量と既往最大の降雨量を比較し、大きい方の値に土

砂混入率を考慮し、次式の逆台形堰の越流公式を用いて求めた設計水深の値 
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     Ｑ:土砂含有を考慮した流量（m3/s） 

     Ｃ：流量係数（0.60～0.66）（一般には0.60を使用する） 

     ｇ：重力加速度（9.8m/s2） 

     Ｂ
1

：水通しの底幅（m） 

     Ｂ
2

：越流水面幅（m） 

     Ｄ
h

：越流水深（m） 

袖小口勾配を0.5とし、Ｃ＝0.6の場合には次のとおりとなる。 

        Ｑ≒(0.71ｈ
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    イ．第3章第2節3.1より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値 

    ウ．砂防堰堤計画地点の上下流各々200ｍ間に存在する200個以上の巨礫のうち累積値の95％粒径 

      測定の対象となる巨礫は土石流のフロント部が堆積したと思われる箇所で渓床に固まって堆積

している巨礫群とし、砂防堰堤計画地点周辺の礫径分布を代表するような最大礫径を設定するよ

うに留意すること。角ばっていたり、材質が異なっていたり、明らかに山腹より転がってきたと

思われる転石巨礫は対象外とする。 

  ③ 透過型および部分透過型の土石流･流木対策堰堤の場合 

第3章第2節3.1 より求めた土石流のピーク流量に対する越流水深の値とし、水通し高を定める。 



〔第９編　砂防事業〕

第３章　砂防施設の設計　第４節　床固工の設計

長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表長野県土木事業　設計基準　新旧対照表

旧（改定前） 新（改定後）

 (1) 水叩きの厚さ（ｔ） 

  ①【経験式】洗掘深さをヒントにした経験式が用いられることが多い。 

      ｔ：水叩きの厚さ（ｍ） 

      Ｈ1：水叩き天端から本堰堤水通し天端までの高さ（ｍ） 

      ｈ
0

 ：本堤の越流水深（ｍ） 

  水褥池がない場合 
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  水褥池がある場合 
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＋3ｈ
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  ②【揚圧力から求める式】                     図2.8(a) 水叩き（経験式） 

    ｔ≧4/3･(⊿ｈ－⊿ｕ)／(Ｗc－1) 

      Ｗc：水叩きコンクリートの単位体積重量（t/ｍ

3

） 

      ⊿ｈ：上下流水位差（ｍ） ⊿ｈ＝ｈ
1

－ｈ
2

 

      ｈ
1

：堰堤上流の水叩き天端高からの水深（ｍ）    

ｈ
2

：堰堤下流の跳水後の水叩き天端からの水深（ｍ）     

      ⊿ｕ：堰堤堤底下流端までの損失揚圧力（ｍ） 

 （⊿ｕ＝⊿ｈ･ｌ’/ｌ） 

       ｌ：総浸透経路長（ｍ） 

       ｌ’：堰堤堤底下流端までの浸透経路長（ｍ）        図2.8(b) 水叩き（揚圧力式） 

      4/3：安全率 

 水叩きの厚さは原則として3.0ｍ以下とする。水叩き下面の岩質が、軟岩～節理の多い硬岩の場合は0.7ｍ

まで減ずることができる。 

 

 (2) 水叩き長さ（Ｌ） （図2.8(a)において） 
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   このとき係数は、水叩きが水平の場合は2.0、勾配を付す場合は3.0とする。 

   参考までに、 
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 (1) 水叩きの厚さ（ｔ） 

  ①【経験式】洗掘深さをヒントにした経験式が用いられることが多い。 

      ｔ：水叩きの厚さ（ｍ） 

      Ｈ1：水叩き天端から本堰堤水通し天端までの高さ（ｍ） 

      ｈ
0

 ：本堤の越流水深（ｍ） 

  水褥池がない場合 

    ｔ＝0.2(0.6Ｈ
1

＋3ｈ
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－1.0) 

  水褥池がある場合 

    ｔ＝0.1(0.6Ｈ
1

＋3ｈ
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－1.0) 

  ②【揚圧力から求める式】                     図2.8(a) 水叩き（経験式） 

    ｔ≧4/3･(⊿ｈ－⊿ｕ)／(Ｗc－1) 

      Ｗc：水叩きコンクリートの単位体積重量（t/ｍ
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ｈ
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：堰堤下流の跳水後の水叩き天端からの水深（ｍ）     

      ⊿ｕ：堰堤堤底下流端までの損失揚圧力（ｍ） 

 （⊿ｕ＝⊿ｈ･ｌ’/ｌ） 

       ｌ：総浸透経路長（ｍ） 

       ｌ’：堰堤堤底下流端までの浸透経路長（ｍ）        図2.8(b) 水叩き（揚圧力式） 

      4/3：安全率 

 水叩きの厚さは原則として3.0ｍ以下とする。水叩き下面の岩質が、軟岩～節理の多い硬岩の場合は0.7ｍ

まで減ずることができる。 

 

 (2) 水叩き長さ（Ｌ） （図2.8(a)において） 
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 (1) 水叩きの厚さ（ｔ） 

  ①【経験式】洗掘深さをヒントにした経験式が用いられることが多い。 

      ｔ：水叩きの厚さ（ｍ） 

      Ｈ1：水叩き天端から本堰堤水通し天端までの高さ（ｍ） 

      ｈ
0

 ：本堤の越流水深（ｍ） 

  水褥池がない場合 

    ｔ＝0.2(0.6Ｈ
1

＋3ｈ
0

－1.0) 

  水褥池がある場合 

    ｔ＝0.1(0.6Ｈ
1

＋3ｈ
0

－1.0) 

  ②【揚圧力から求める式】                     図2.8(a) 水叩き（経験式） 

    ｔ≧4/3･(⊿ｈ－⊿ｕ)／(Ｗc－1) 

      Ｗc：水叩きコンクリートの単位体積重量（t/ｍ
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） 
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1

－ｈ
2

 

      ｈ
1

：堰堤上流の水叩き天端高からの水深（ｍ）    

ｈ
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      ⊿ｕ：堰堤堤底下流端までの損失揚圧力（ｍ） 

 （⊿ｕ＝⊿ｈ･ｌ’/ｌ） 

       ｌ：総浸透経路長（ｍ） 

       ｌ’：堰堤堤底下流端までの浸透経路長（ｍ）        図2.8(b) 水叩き（揚圧力式） 

      4/3：安全率 

 水叩きの厚さは原則として3.0ｍ以下とする。水叩き下面の岩質が、軟岩～節理の多い硬岩の場合は0.7ｍ

まで減ずることができる。 

 

 (2) 水叩き長さ（Ｌ） （図2.8(a)において） 
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 (1) 水叩きの厚さ（ｔ） 

  ①【経験式】洗掘深さをヒントにした経験式が用いられることが多い。 

      ｔ：水叩きの厚さ（ｍ） 

      Ｈ1：水叩き天端から本堰堤水通し天端までの高さ（ｍ） 
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  水褥池がある場合 
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  ②【揚圧力から求める式】                     図2.8(a) 水叩き（経験式） 

    ｔ≧4/3･(⊿ｈ－⊿ｕ)／(Ｗc－1) 

      Ｗc：水叩きコンクリートの単位体積重量（t/ｍ
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） 
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ｈ
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：堰堤下流の跳水後の水叩き天端からの水深（ｍ）     

      ⊿ｕ：堰堤堤底下流端までの損失揚圧力（ｍ） 

 （⊿ｕ＝⊿ｈ･ｌ’/ｌ） 

       ｌ：総浸透経路長（ｍ） 

       ｌ’：堰堤堤底下流端までの浸透経路長（ｍ）        図2.8(b) 水叩き（揚圧力式） 

      4/3：安全率 

 水叩きの厚さは原則として3.0ｍ以下とする。水叩き下面の岩質が、軟岩～節理の多い硬岩の場合は0.7ｍ

まで減ずることができる。 

 

 (2) 水叩き長さ（Ｌ） （図2.8(a)において） 
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